
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
の
推
進
を
目
指
し
て
、
町
と
福

島
信
用
金
庫
、
三
井
住
友
海
上
火
災

保
険
は
5
月
10
日
、
包
括
連
携
協
定

を
結
び
ま
し
た
。
締
結
式
は
役
場
で

行
わ
れ
、
髙
橋
町
長
と
樋
口
郁
雄
福

島
信
用
金
庫
理
事
長
、
大
島
勝
利
三

井
住
友
海
上
火
災
保
険
福
島
支
店
長

が
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
三
者
が
相
互
に
連

携
し
、
町
内
全
域
へ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

普
及
啓
発
・
浸
透
や
働
き
方
改
革
、

健
康
経
営
、
人
材
育
成
な
ど
、
町
内

事
業
者
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
行
う
も
の
で
す
。
新
し
い
価
値

観
の
創
造
や
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
の

継
承
、
事
業
者
の
持
続
的
成
長
と
地

域
経
済
の
活
性
化
に
よ
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

髙
橋
町
長
は
「
未
来
へ
と
向
か
う

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
に

は
、『
変
革
へ
の
取
り
組
み
』
や
『
社

会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
民
間
事
業

者
と
の
連
携
』
が
必
要
。
協
定
を
機

に
、
町
民
や
事
業
者
に
向
け
た
普
及

啓
発
事
業
に
取
り
組
み
、
現
在
策
定

▲協定書を取り交わした（左から）大島支店長、髙橋町長、樋口理事長

福
島
信
金
、
三
井
住
友
海
上

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
で
連
携
協
定

中
の
新
し
い
総
合
計
画
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
を
し
っ
か
り
と
謳う

た

い
、
引

き
続
き
『
住
み
続
け
た
い
ま
ち　

住

み
た
い
ま
ち　

こ
お
り
』
の
実
現
に

つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　町職員を対象にした研修会から、わずか1か月余
りで連携協定締結が実現したことは、機を見るに敏
な判断であると両者へ敬意を表します。
　SDGsは、昨今のマスコミ報道のとおり、まさに
世界共通の言語となっています。自治体や企業の取
り組みを通じて、地域課題解決に向けた自律的好循
環を生み出すことができ、課題解決をさらに促進す
るものと捉えています。町のSDGsへの取り組みか
ら、先進事例が生まれることを期待しています。

金融機関を交えた
協定締結は全国初

三井住友海上火災保険
福島支店長

大島 勝
かつとし

利さん

　桑折町の「地方創生SDGs」への熱い思いが、本
日の協定締結につながったものと確信しています。
　弊社は、2018年度の中期経営計画より、SDGs
の取り組みを本格化してきました。全国で100を
超える自治体と連携協定を締結していますが、今回
のような地域金融機関を交えた三者間での協定締結
は、全国初の試みとなります。弊社グループを挙げ
ての支援が、桑折町の地方創生につながる取り組み
に貢献できるよう、全力で取り組んでいきます。

課題解決に向けて
町の取り組みに期待

福島信用金庫　理事長

樋口 郁
いく

雄
お

さん

3 月 29 日には、町職員を対象に、
SDGs を学ぶ研修会を実施

　
町
に
は
、
婚
姻
時
や
住

宅
取
得
時
な
ど
、
若
者
世

代
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ

せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
下
記
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
新
婚
世
帯
家
賃
支
援
事

業
補
助
金

　

町
内
の
賃
貸
住
宅
に
同

居
す
る
本
人
ま
た
は
配
偶

者
が
45
歳
未
満
の
新
婚
世

帯
へ
、
最
長
２
年
間
（
24

か
月
）
月
額
上
限
１
万
円

の
家
賃
を
補
助
し
ま
す
。

■
若
者
定
住
促
進
事
業
補

助
金

　

町
内
に
マ
イ
ホ
ー
ム

を
新
規
取
得
ま
た
は

4
０
０
万
円
以
上
の
経
費

を
要
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
を

行
い
入
居
し
た
人
（
本
人

ま
た
は
配
偶
者
が
45
歳
未

満
）
に
対
し
て
、
最
大

60
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

県
外
か
ら
の
移
住
者
は
、

さ
ら
に
最
大
60
万
円
の
加

算
が
あ
り
ま
す
。

■
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

　

令
和
３
年
度
に
婚
姻
届

を
提
出
し
、
受
理
さ
れ
た

新
婚
世
帯
（
婚
姻
時
の
夫

婦
の
年
齢
が
い
ず
れ
も
39

歳
以
下
で
夫
婦
の
合
算
し

た
所
得
が
４
０
０
万
円
未

満
）
に
、
新
居
の
家
賃
な

ど
と
し
て
最
大
30
万
円
を

補
助
し
ま
す
。

問
総
合
政
策
課

　

移
住
定
住
係

☎
５
８
２　

２
１
１
５

移住定住支援制度
若者世代の暮らしをサポート

　

第
2
回
総
合
計
画
審
議
会

が
4
月
26
日
、
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
町
の

将
来
像
と
基
本
方
針
、
分
野

別
基
本
計
画
案
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
「
農
家
が
抱

え
る
課
題
へ
の
対
策
が
急

務
」「『
子
ど
も
を
産
み
育
て

や
す
い
ま
ち
』
の
充
実
に
向

け
て
、
資
源
を
生
か
し
た
施

策
の
検
討
を
」「
人
材
育
成

な
ど
み
ん
な
が
ひ
と
つ
に
な

り
、
課
題
解
決
に
取
り
組
め

る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
」

な
ど
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
審
議
会
の
意
見

を
参
考
に
、
素
案
の
作
成
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

桑
折
町
総
合
計
画
審
議
会

10
年
後
の
理
想
の
町
の
姿
を
議
論

▶�

各
委
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

活
発
に
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た

河
川
カ
メ
ラ
運
用
開
始

離
れ
た
場
所
か
ら
状
況
を
確
認

　

県
北
建
設
事
務
所
で
は
、

近
年
の
台
風
や
洪
水
被
害
を

踏
ま
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
、
河
川
の
画
像
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
桑
折

町
で
は
、
3
河
川
4
か
所
で

簡
易
型
河
川
監
視
カ
メ
ラ
を

設
置
。
こ
れ
に
よ
り
、
離
れ

た
場
所
か
ら
で
も
河
川
の
出

水
状
況
を
確
認
し
、
氾
濫
の

危
険
性
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
迅
速
な
避
難
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

河
川
の
様
子
は
、
県
北
建

設
事
務
所
お
よ
び
「
川
の
水

位
情
報
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
洪
水

か
ら
身
を
守
る

た
め
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

▶�

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
、
河
川
の
水
位

状
況
を
視
覚
的
に
把
握
で
き
ま
す

▲�住宅取得時の助成など、さまざまな支援制度で若者
世代の新生活を応援しています
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